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第九次福井市総合計画審議会 専門部会 第１部会（第３回） 

 

■開催日時：令和７年11月19日（水）15:00～17：00  

 

■開催場所：福井市役所 別館４階 第14会議室（Ｄ） 

 

■出席者：別紙のとおり 

 

■会議内容 

１．開会 

○司  会 

 定刻前でございますが、委員の皆様おそろいでございますので、ただいまから福井市総合計画審

議会専門部会第１部会の３回目の会議を開催させていただきます。 

 まず初めに、福井市市民憲章の唱和を行いますので、恐れ入りますがご起立願います。 

 市民憲章は、お手元の会議次第の裏面に掲載してございますので、ご覧ください。私が前文を朗読

しますので、引き続き１番からご唱和をお願いいたします。 

（福井市市民憲章唱和） 

○司  会 

 ありがとうございました。どうぞご着席ください。 

 皆様方におかれましては、公私ともにご多忙のところご出席いただき誠にありがとうございます。 

 本日、副部会長におかれましては、オンラインでのご出席となります。また、金木委員、田中委員、堀

川委員はご欠席の連絡をいただいておりますので、ご報告させていただきます。 

 議事に入ります前に本日の資料の確認をさせていただきます。 

 まず、お手元に本日の会議次第、そして委員及び出席者名簿、座席表並びにメモ用紙をお配りして

おります。 

 また、パソコンのほうに資料11－１、総合計画原案に対する意見と対応案、資料12、第九次福井市

総合計画の原案で、こちらは他の部会でも審議しております政策１から16を通したものでございま

す。こちらのほうお開きしておりますが、不備等はございませんでしょうか。ありがとうございます。 

 それでは、早速議事のほうに移りたいと思います。部会長よろしくお願いいたします。 

 

２．議事 

「第２回専門部会での各委員からの意見を踏まえた修正内容の確認について」 

○部会長 

 それでは、本日もよろしくお願いいたします。 

 議事のほうに入りたいと思います。 

 本日は、前回の部会において委員の皆様からいただいた意見を反映した案について審議をしてい

ただきます。 

 今回が最後の部会となりますので、本日、部会案を確定した上で全体会に提示してまいります。 

 それでは、政策１、公共交通に関する政策について、事務局のほうから説明をお願いいたします。 

 なお、資料につきましては、既にお目通しいただいていると思いますので、事務局からの説明は簡潔

にお願いいたします。 
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○事務局 

 お手元の資料11－１をご覧ください。 

 まずは、資料の構成についてご説明いたします。 

 政策ごとに総合計画素案に対する意見と対応案と、次ページに修正箇所を赤字で示した素案の順

番となっております。 

 また、意見と対応案に示されているナンバーを、素案では赤い四角で囲んだ番号で修正箇所として

反映してありますので、適宜確認をお願いいたします。 

 それでは、政策１、公共交通に関する施策の修正案についてご説明いたします。 

 資料11－１の１ページと２ページになります。 

 １ページ、政策１、意見と対応案について上から順にご説明いたします。 

 ①原案に反映するものでございます。 

 まず、四角の１でございます。乗り継ぎ利便性の向上のため、公共交通機関同士や自転車などの結

節が重要ではないかとのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、施策①の２つ目に、「結節強化」の文言を追記し、「乗り継ぎ利便性を向上

し、相互の結節強化」へと修正しました。 

 次に、四角の２でございます。 

 いわゆるモビリティ・マネジメント、市民の地域公共交通に対する理解や、それを自分事として捉える

ための働きかけが必要ではないかとのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、施策①の６つ目、「公共交通の利用促進と」を「公共交通への理解や利用

促進を図り」へと修正いたしました。 

 次に、②具体的な取組として検討するものでございます。 

 各交通機関の待合環境の整備が必要ではないかとのご意見に対し、来年策定する総合計画の実

施計画の中で、待合環境整備の具体的な手法について検討していくことといたします。 

 次に、自動運転システムを全国の都市にしっかり追従できるような取組が必要とのご意見がござい

ました。 

 現在、庁内の若手を中心とした部局横断型のプロジェクトチームを立ち上げ、自動運転の導入に向

けた検討を進めております。 

 また、スマートフォン向けのアプリから、電動アシスト自転車や電動キックボードを選択して利用する

ことができるサービスであるＬＵＵＰといった若者向けの新しい交通手段にチャレンジしてもいいので

はないかとのご意見に対しては、施策②の２つ目に新技術の導入に向けた検討の中で対応してまい

ります。 

 次に、その他でございます。 

 職員が勉強したいことを勉強してもらえるような支援が必要ではないかとのご意見についてです

が、本市では若手職員の柔軟な発想を取り入れるため、チャレンジみらい予算を実施しており、提案

しやすい環境を整えるため、総合政策課、財政課、職員課が連携し、所属の垣根を越えたチームなど

による施策提案のサポートを実施しています。 

 さらに、令和７年度からは、提案の質のさらなる向上を図るため、活動費、視察、講師謝礼、書籍購

入などの面においてもサポートを実施しており、今後も引き続き職員の政策立案の支援を行っていき

ます。 

 政策１の説明は以上となります。 

○部会長 

 ありがとうございました。 
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 それでは、ただいまのご説明を踏まえた上で、政策１、公共交通に関する施策について皆様からご

意見等いただきたいと思います。 

 挙手の上、ご発言いただくようお願いいたします。 

 いかがでしょうか。ご指摘いただいた件について対応という形で、割と具体的な内容については、施

策の中で検討していくというような整理になっております。 

 せっかくなので順番に皆さんからご発言いただこうかと思いますが、委員いかがですか。 

○委員 

 そうですね、具体化されてきたと思いますが、②のグリーンスローモビリティ、パーソナルモビリティー

の新技術の導入に向けた検討、この辺がちょっと具体的ではないので分かりにくいかなという気はし

ます 

○部会長 

 具体的な何か明記のほうがよろしいということですかね。 

○委員 

 パーソナルモビリティーも、想像はつきますが分かりにくい。新技術ということでくくっていますけれど

も、どんなことか分かりにくいかなという気はしますね。 

○部会長 

 ありがとうございます。記載についてのご意見はよろしいですかね。ありがとうございます。 

 今の件ですが、左下の方に注釈という形にさせていただいているのですが、これでもちょっと分かり

にくいと思われますか。 

 併せて、私も確認をしたかったのですが、前回の総合計画では、画像等でそれを補う注釈があった

かと思いますが、今回はそのような画像の差し込みなどがあるのかどうかお伺いを事務局にしたいの

ですが。 

○事務局 

 最終的この資料については、基本的には八総と同様な形でつくりたいと思っていますので、写真は

取り入れていこうと考えています。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 委員、いかがですか。 

○委員 

 新技術によってその例示だけで済まない部分も出てくるでしょうけども、写真等例示があれば、参考

にはなると思いますので、市民には分かりやすいかなと思います。 

 また基本的なことになるのですが、総合計画の推進、進捗状況達成度合いというのはどんな形で

確認するのでしょうか。 

○事務局 

 進捗具合については、来年実施計画をつくる際に、ＫＰＩという数値目標を設定いたします。それが毎

年度これだけ達成したなど、その進捗具合によって全体の進捗具合を確認していくというように考え

ております。 

○委員 

 数値で表し切れないこともあると思います。今私が申し上げたところは数値で表しにくいですよね。

その辺の進捗状況のチェックも、この原案や総合計画では触れないですよね。 

○事務局 

 もう1つ追加しますと、毎年度、総合計画のレポートをつくっております。そこに、１年間、各施策にお
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いて何をしてきたか、写真やグラフとかを交えながら皆さんにお示しする形にしております。 

○委員 

 よろしくお願いします。 

○部会長 

 非常に重要なご指摘だと思います。今回多くの方々に関わってくださったということになっていますの

で、こちらのレポートを単につくったということではなく、広くフィードバックするというところは策を練っ

ていただきたいなと思います。ありがとうございます。 

 委員、いかがですか。 

○委員 

 すごく詳しくなっていていいかと思います。 

 あと今言っていただいたように、イメージが湧くようなものがあると分かりやすいかなと思いました。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 市民の方々に見ていただいた時に、ピンとくるかどうかは非常に重要なところだと思いますので、見

やすくなるような工夫を編集のところでぜひ検討をよろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

 委員、いかがですか。 

○委員 

 特に私は、若手職員が意欲的に取り組む体制を取るというのが非常に共感をしています。そこに対

していろんな視察や講師謝礼とか書籍購入という面を補助、サポートするというのはいいことだと思っ

ておりました。 

 １つ、前回も少しコメントさせていただいたのですが、北陸新幹線の部分ですが、北陸新幹線は福

井ではなく、敦賀以西の話だと思うのですが、早期全線開業を目指すというのは福井市の総合計画

の中で記載することはどうなのだろうと。効果は福井市にも大きいと思うのですけが、その辺の解釈を

お聞きできればと思いました。 

○都市政策部次長 

 今ほどの北陸新幹線の件ですが、関西、特に新大阪までのつながりが福井市にとっても非常に重

要でメリットがあると思います。これは、以前から福井県、そして福井市としても取り組んでいる施策、

重要施策の一つですので、沿線自治体と共に一日も早い早期開通を実現したいという思いで記載

しております 

○委員 

 よく分かりました。目指すというところに、福井市が主体的にというよりも、沿線の自治体と協力して、

協働していくという、そういう思いが込められていると解釈してよろしいでしょうか。 

○都市政策部次長 

 はい、そのようにご解釈いただければよろしいかと存じます。実は、本日も福井市長が、東京へ行っ

て、長野市、上越市、富山市の各市長と一緒に北陸新幹線の一日も早い新大阪までの全線開通を

要望している最中ですので、そのようにご解釈いただければと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 前回の第八次の計画では、実は１つ目にこの施策があったのですが、３つ目になったからといってそ

の優先度が下がったわけではないですけれども、ここから先はまた一丸となって、以西を進めていくと

いうところですね。 

 ご質問に関連して、行政改革推進委員会で実はご指摘があった件について、ここで説明をさせてい
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ただきたいと思います。 

 こんな発言がありました。「新幹線は福井市の状況を大きく変えている。そして、これから徐々に継続

的な効果に変わっていくだろう。そのため、起きてくる状況、変化をリアルタイムで的確につかむことが

重要である。その変化に対応していくために、福井市としてはその施策というところをしっかり分析を

しながら進めていかなくてはならないのではないか。」というご指摘をいただきました。こちらに関して

は、今、委員からもご指摘あったとおり、福井市として何をしなければならないのかというところを明確

にして迅速に対応を図っていただきたいと思います。これは私からのお願いになります。よろしくお願

いいたします。 

 それでは、オンラインの委員からコメントいただきたいのですが、いかがですか。 

○副部会長 

 最初の原案に反映のところで、理解や、それを自分事として捉えるための働きかけ、というところが

あったかと思います。往々にして、ハードや仕組みをつくるときは、そちらに注力して、ある程度できて

からそういった働きかけをしてと、タイムラグがあるかと思うんですね。ではなく、こういった理解いただ

くことや、ちょっとでも利用していただくことというのは、最初から並行して走らせていくぐらいの感じで

していただきたいなと思う次第です。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 まさに仕組みのデザインも非常に重要になってくるかと思いますけれども、その辺何かご指摘あれ

ばコメントいただきたいのですが、いかがですか。 

○副部会長 

 仕組みのデザインというよりは、実際に利用する人からどう映っているのか、仕組みがどのように出

来上がっているのかという俯瞰的な視点というのも大事だと思うんですけれども、主観で見たときに、

それがどのように実際映っているのかというのは常に対となって評価をしていくとことは必要になって

こようかなと思います。 

 なので、単純な定量的な調査だけではなく、定性的な調査といいますか、実際に具体的に聞いてみ

るということは、定量調査はよくするのですが、定性調査はあまりしないとうことはよくあると思うので、

そういったところも重要視していただけたらと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 こちらのほうは実際進める上でそういったフィードバックというところを重ねていただきたいというとこ

ろと、今の視点はぜひ、専門の委員会や実施の具体のほうにお伝えいただけたらと思います。ありが

とうございます。 

 ほかいかがでしょうか。お願いいたします、委員。 

○委員 

 さきほど進捗状況のチェック、達成度のチェックの話をしましたけども、自動運転システムについて

も、対応案としましては自動運転推進に係るプロジェクトチームを立ち上げ取組を進めるということ

で、取組を進めるということが事業内容だと思うんですね。立ち上げれば達成かということになってし

まいますので、立ち上げは手段で、取組を進めていかなければならない。取りかかれば達成かという

ことになりかねないなと思うので、この辺も気になるところが１点です。 

 先ほど、新幹線の早期開業、敦賀以西の話が、福井市がどうしてという話ですが、私なりに感じてい

るのは、敦賀までの延伸では北陸新幹線としては達成がされてないということで、福井市民のＱＯＬと

いいますか、生活の質を向上するためには、大阪まで到達して完了するという意味で、福井市民にも
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大きな影響を及ぼすということで、早期開業を目指しているんだという位置づけで私は考えています。

あとは日本の施策を見た場合に、新副都心の話もありますので、そこへのアクセスを担う地が福井市

であるという意味で必要かなと私は思っています。 

○部会長 

 こちらについては、具体的なことをここで明記ということはないかと思いますが、どういうふうに進め

ていくのかというところになるかと思います。こちらについて何かご説明あればいただきたいんですけ

れども、いかがですか。 

○都市政策部次長 

 実はプロジェクトチームはもう立ち上がっております。各課から自動運転に対して熱い思いを持って

いる職員が手を挙げて、そのプロジェクトチームに加わっている状況であり、勉強会を開き、また自動

運転の先進地への視察研修等も職員行っており、福井市では、どういったところがなじむのかや、ど

ういった課題があるのかということも既に整理を進めているところです。これを着実に継続してまいり

たいという思いで、この九次総合計画の施策のところに挙げさせていただいたという次第です。 

○委員 

 全国の都市に追従できるではなく、先頭を行くぐらいの勢いでやっていただければなと。福井市はど

ちらかというと追随型が多いと思いますので、先頭に立つような形でお願いしたいと思います。 

○都市政策部次長 

 努力させていただきます。 

○部会長 

 こちらのほうは施策にぜひ力強いところで進めていただきたいということです。ありがとうございま

す。 

 ほかいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、ここで欠席委員からご意見いただいているということなので、事務局のから報告をお願い

いたします。 

○事務局 

 政策１、公共交通に関する施策に関しまして、本日欠席の委員から意見をいただいております。 

 誰もが行きたいところにスムーズに行ける全域交通ネットワークを実現するため二次交通の充実に

取り組むことはとてもすばらしいことであります。しかし、一方で、公共交通がどれだけ便利になって

も、なかなか利用しない食わず嫌いな考え方の市民が一定数存在することも事実であります。よっ

て、持続可能なネットワークを推進すると同時進行で、公共交通を利用する意識づけにつながる施策

も必要だと思います。 

 以上でございます。 

○部会長 

 私も実は公共交通計画をつくる際、いろんな自治体でこの意識の部分をどのように明記をするかと

いうことを非常に悩む部分ではあるんですが、実はこの施策のほうを見ていただけると、①のところの

６番目の部分でそういった文言をもう少し膨らませて入れることができるのではないかな、と解釈をし

たんですけれども。情報発信をすることで公共交通への理解や利用促進を図りというだけではなく、

意識醸成というところを、今から直すということになってしまうかもしれないんですが、私もその思いは

非常に重要かと思っておりますので、ぜひ修正を検討いただきたいと思いますが、事務局いかがでし

ょうか。 

○都市政策部次長 

 まず、本日欠席の委員様からのご意見に対してご回答をさせていただきたいとい思います。 
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 食わず嫌いという表現がございましたけれども、まずは知ってもらう。それから、使ってもらうというこ

とが非常に大事かなと我々も認識しているところであり、そういったことも含め、部会長がおっしゃって

いただいたところに、まず知ってもらって使ってもらうという表現で入れさせていただいたという次第で

す。 

 現在、都市政策部としましても、児童へのバスの乗り方教室や、カー・セーブデーの運動など、そのよ

うなマネジメントについても取り組んでいますし、こちらにも記載のふくいＭａａＳ活用へのＰＲ活動も

力を入れてやらせていただいているところでございます。 

 今実施している施策をさらに前に進めていくような取組をしていきたいと思っております。 

○部会長 

 これ以上書き込むのはなかなか難しいとは思うんですが、おっしゃったようにモビリティ・マネジメント

であるとか価値、公共交通があることによる価値、実は自分の研究テーマだったりするんですけれど

も、そういったものをどうやって市民の方々に理解をしてもらうのか、そういった部分も非常に重要かと

思いますので、ここからさらにぶら下がる事業のところ、もしくは計画、このさらに下の計画のほうで十

分その点というところを考慮いただければと思いますが、皆さんいかがですか。 

○委員 

 今、都市政策部のほうから話があったとおりでよろしいかと思うんですが、私もモビリティ・マネジメ

ントを個人的にも団体でも一生懸命やっているところですけれども、何せやはり弱いです。一部の市

民にしか伝わらないと思いますので、もう少し県と連携して、頻度アップというか、周知というか伝わる

ような面をぜひ一緒にやっていきたいと思います。 

○都市政策部次長 

 よろしくお願いします。 

○部会長 

 とても重要なご指摘だと思います。この部分、どう実践していけるかというところが非常に重要になっ

てくると思いますので、市民側からもそういった動きを手助けしたいというお声だったと思いますので、

ぜひ実動をよろしくお願いいたします。 

 ほかいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 それでは、特段修正はないと解釈をさせていただいて、編集のところで再構成のほうよろしくお願い

します。 

 続きまして、政策２ まちなかに関する政策について、事務局のほうから説明をお願いいたします。 

○事務局 

 政策２ まちなかに関する政策についてご説明いたします。 

 資料11－１の３ページと４ページになります。 

 ３ページ、政策２、意見と対応案について、上から順にご説明いたします。 

 ①原案に反映するものです。 

 まず、四角の１では、多目的アリーナについて、全体を支援するような意味合いの記載がよいのでは

ないかとのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、施策①の３つ目について、「多目的アリーナの整備支援」から整備を除き

「多目的アリーナの支援」に修正いたしました。 

 次に、四角の２では、まちなかの活性化のためには、商店街や事業者だけでなく地権者とも連携し

た取組が必要とのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、施策③のエリアマネジメントの記載に注釈を追加いたしました。注釈には、
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「地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるための、住民・事業主・地権者などによ

る主体的な取組」と記載しました。 

 続きまして、②具体的な取組として検討するものについてです。 

 施策①の１つ目について、市街地の活性化に向けた取組にチャレンジといったキーワードを入れて、

若者などに興味を持ってもらうきっかけとしてはどうかとのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、来年度から策定する実施計画において、学生が中心となって活躍できるよう

な場づくりなどについて記載を検討していきます。 

 次に、施策①の２つ目について、歩きながら歴史や自然を身近に感じることができるようにするため

に、歩きやすさに言及してみてはどうかとのご意見ございました。 

 ご意見を踏まえまして、歩きやすい歩道の整備、融雪や夜間照明含むについては、具体的な事業の

中で取り組んでいくことといたします。 

 施策③について、新しい空き店舗の支援について、物販の店舗の入居も推し進めるべきではない

かとのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、実施計画において、魅力あるまちづくりを進めるため、既存ストックを生かし、

物販も含めたリノベーション活動をする機会の支援について検討することといたします。 

 政策２についての説明は以上となります。 

○部会長 

 それでは、ただいまの説明に関して何かご質問、ご指摘ある方いらっしゃいましたら挙手をよろしくお

願いいたします。 

 いかがですか。最初に副部会長からでもよろしいですか。 

○副部会長 

 最初に、官民が連携してエリアマネジメントを推進する、のところですが、これは地権者も入っていい

と思っているんですが、最近よく産学官金みたいな形でと言います。例えば金融であったり、あとは大

学の先生方であったり、そういった方たちも一緒になってやっていくという視点も大事なのかなと思っ

たんですが、どのようにお考えかと。 

○都市政策部次長 

 まちなかの計画については、産学官は必ずご参加いただいています。今エリアマネジメントの形で書

かせていただいた、いわゆる中心市街地の再開発なんかは特に組合を立ち上げ、そこへ土地所有

者、床所有者の方も参画いただいて、まちづくりを一緒に主体的に取り組んでいただくというような形

の施策があります。国土交通省がやっている施策ですが、そのような施策を今後も中心市街地を中

心に進めてまいりたいという思いで、県都グランドデザインに基づいて前へ進めていこうという形で入

れさせていただきました。 

 今ほど、副部会長がおっしゃった金融機関についてですが、再開発や整備計画については、必ず金

融機関の方々も後ろ盾でおられるので、そういった関わりは十分持っていただいているかなと。我々も

金融機関の方々と直接お話しすることはたくさんありますので、来年つくる実施計画の中でそういっ

た具体の事例を盛り込むことができれば盛り込ませていただきたいと思います。 

○副部会長 

 金融機関の方たちはもちろん当然いらっしゃるかと思うんですが、本当にまちづくりをしていく上で、

例えば今までの銀行だったり地銀だったりとか、大手の銀行だけではなく、ＶＣであったり、そういった

ところからの資金調達をして何かを行っていく、それは大分文脈が違う話になってくるとは思うので、

そういったところも活動の中で結構起こってきていると。そういったところの視点はいかがですかね。 

○都市政策部次長 
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 確かに我々福井市で言いますと、やはり地元の金融機関との関わりが多いように思っております。た

だ、今副部会長もご指摘のとおり、いろんな形で金融も進んでいるので、そういったことも少し念頭に

置きながら、実施計画のほうで、まちづくりに関してそれがどこまで有効かも含めましてまたちょっと揉

んでみたいと思います。 

○部会長 

 まちづくりの仕組みというか運営の仕組みも大きく変わってきているので、こういった先見というか世

の中の動きを見て、新しいやり方をぜひ福井市のほうで進めていっていただければと思います。あり

がとうございます。 

 それでは、委員いかがですか。 

○委員 

 原案に反映という部分ではないんですが、具体的な取組の中で１つ目、チャレンジといったキーワー

ドを入れて若者に興味、これは非常に大事なことで、学生さんも含めて、若手の方々にアントレプレナ

ーシップとか、場合によっては、本校でもイントレプレナーシップ、そういうふうな形を生かせるような、

救えるようなシステムというのは大事かと思うんですが、対応案の中で学生に限定しているので、こ

の主語は若者という形でもいいんではないかというような気がします。 

○都市政策部次長 

 新聞にも取り上げていただいたんですが、施策が１つ動いてまして、福井県立大学のまちなかキャン

パスがアオッサにできることもきっかけとして、学生どまんなかプロジェクトというものを県、市で共同

で取り組んでいこうと。県立大学の学生だけではなく、福井高専、仁愛、工業大学、福井大学などそう

いった学生が集って自由闊達に活躍いただける場づくりをしていきたいなという思いを持ち動き始め

ております。そのため、具体の施策で今学生を中心にやっているので、実施計画の中では、学生どま

んなかプロジェクトという形で記載させていただきたいということもあり今回このような回答をさせて

いただきました。 

○委員 

 分かりました。最近、学生に限らず、給料が高いので、民間へ流れてしまって、アントレプレナーシップ

を持っていても、なかなか自分で起業するという意欲に結びつかない、ちょっと博打のところがありま

すね。学生であれば比較的やりやすいという環境、学生という身分を保障されながらやりやすいとい

うことは、支持します。そういう点では注力されることは悪くないことだと思います。ただ、実際に学生と

いう文言は使ってますが、若い人ということで、そういう意味が込められているということにしていただ

きたいなと思います。 

○都市政策部次長 

 はい。 

○部会長 

 実施計画のほうで学生がということろ以外にももちろんありますよね。ぜひチャレンジという言葉や

若者、委員から今ご指摘いただいたように、アントレプレナーシップのような場というところをぜひ福井

市の町の真ん中でというところは願うところですね。よろしくお願いいたします。 

 では、続けて委員いかがですか。 

○委員 

 具体的な取組の２番です。歩きやすさというところの対応案で、融雪等夜間照明含む歩きやすい歩

道の整備というところは、福井は車社会なんですが、公共交通を利用するということにおいて、バス、

自転車を使っている中で、歩くという、歩道を使うというところがまず重要だと思いますので、そちらの

ほうをしっかり進めていただけるという感じで対応していただいているのでよかったなと思いました。 
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○部会長 

 ありがとうございます。 

 委員、たしか１回目のときから道路環境の話をしてくださってたと思いますので、そういった整備も着

実にやっていくというところですね。こちらは含まれているという認識でよろしいですか。 

○都市政策部次長 

 はい、含めております。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 よろしいですかね、委員。 

○委員 

 はい。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 それでは、委員いかがですか。 

○委員 

 新幹線福井開業から１年ですね。落ち着いていて、いろいろ心配していたのですが、例えば観光交

流センターなども認知度が上がって、すごくイベントもします。ハピテラスなどもイベント単体では非常

にたくさんのお客様がお見えで、県外からも来ていただくのですが、そこがちょっと中央公園とか足羽

山、足羽川となるとなかなか回遊性が難しいので、このにぎわいの拡大、持続化というところだと思い

ます。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 こちらも重要なご指摘で、まちのにぎわいの広がりというところですね。施策の２つ目に大きく文言と

しては書かれていますが、具体的なところに力入れてやっていただきたいということですよね。ありが

とうございます。 

 それでは、委員、いかがですか。 

○委員 

 私からは、多目的アリーナの整備支援を意見申し上げまして、支援ということで修正いただきまして

ありがとうございます。 

 私の考え方には、郊外に人が多く集まっていますが、郊外は基本的にはマイカーでどんどん集客し

ていくというところですが、やはりまちなかは車もそうなんですが、公共交通による集客ということが大

きな違いだと思いますので、そういう意味では、公共交通の利便性を向上することによる多目的アリ

ーナの支援ということも考えてのことなんですが。駅からちょっと歩かなければならないとか、公共交

通では不便だという意識をこの中でも取っていっていきたいなと。公共交通が便利で、ちょっと歩くだ

けで到達できるよと、車の駐車代の心配も要らない、帰りお酒飲んでも帰れるよというようなところを

やはり打ち出していかなければならないと思います。まちなかのよいところをさらにアピールできるアリ

ーナであってほしいなと思います。 

 あとそれにも少し通じるんですが、まちなかというとまちなかの食事だけに目が行きがちですが、近く

に足羽川があり、場合によっては足羽山もある。いろんな楽しむ、自然を楽しむ場所もあるということ

で、やはり公共交通かなというように思いますので、その辺の関連をこの総合計画の中に少しでも含

みができればいいなと思っております。 

○部会長 
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 ありがとうございます。 

 これは文言等を修正というところまでではなく、その下にぶら下がる具体的な取組のところでぜひ

力を入れていただきたいというところですかね。 

○委員 

 そうですね。まちなかと公共交通をばらばらにするのではなく、つながっているというところをうまく導

き出してほしいなと。さっきのモビリティマネジメントにも通じることですので、よろしくお願いしたいと

思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。重要なご指摘だと思います。 

 これはぜひ検討していただくという形でいいですかね。 

 では、これに関連することで欠席の本日欠席の委員からコメントをいただいてるかと思いますので、

加えてお願いしてもよろしいですか。 

○事務局 

 それでは、本日欠席の委員から政策２に関するご意見いただいております。 

 アリーナ構想についてですが、県民性なのでしょうか、失敗を懸念するネガティブな傾向が福井人

には見られます。不安材料がないわけではありませんが、全国でアリーナを活用したまちづくりが広

がる中、福井はかつて見たことも経験したこともないにぎわいと盛り上がりを見せることになると私は

思います。私には、アリーナに向かってわくわくどきどきしながら歩くたくさんのお客様の笑顔の姿が

見えているのですが、そのイメージを市民、県民に伝えるためには、我々を含めた官民の関係者が自

信にあふれる態度で楽しそうに接することが大事だと思います。 

 以上でございます。 

○部会長 

 ありがとうございます。熱い思いとともに、我々自身が持っていくことが始まりなのではないかという

ことですかね。こちらはどちらかというと思いというかコメントというところで、ご意見いただいておりま

す。 

 関連してこちらについてご質問なり何か言いたいことがあるようでしたらお願いしたいんですが、い

かがですか。 

 よろしいですか。よろしいでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 本日欠席の委員のご意見について何かコメント、回答等ありますか。 

○商工労働部次長 

 報道等でもご存じかと思いますけれども、2028年秋完成予定の（仮称）福井アリーナの建設意義

や、社会的価値について、市民の方に分かりやすく伝えるとともに、アリーナ整備に対する理解と機運

を醸成することを目的に広報活動を実施することといたしました。 

 あわせて、アリーナが交流人口の拡大と地域経済の持続可能な発展につながる県都再生の中核

を担っていくことも周知し、市民みんなの交流拠点であるという意識の向上を図ることも目的としてお

ります。 

 この広報活動については、今週18日の日曜日のラブリーパートナーエルパを皮切りとして、24日の

月曜日の祝日にショッピングシティ・ベル、それから12月21日の日曜日にはパリオＣｉＴＹの３会場で

年内に実施することとなっております。 

 内容としましては、アリーナの魅力や未来像などを整備、所有会社である代表者、それから、完成し

まして、アリーナを実際に運営していく代表者がトーク形式で紹介するほか、アリーナの概要などにつ



【議事要旨】 

- 12 - 

いても分かりやすく紹介するパネル展示、そしてアリーナでやりたい夢や希望を自由に書いてもらうメ

ッセージボードなどの設置などにより、市民のアリーナに対する理解と機運醸成を図ってまいりたいと

思っております。 

○部会長 

 いよいよいろんな動きが始まるということで、先ほど委員からもあったように公共交通があるからい

ろんなことが新たにできるんだというところもぜひ実施のほうで、駐車場が確保できないなど、いろん

な問題の方に目が行きがちなんですが、そうではないまちなかのアリーナのありようというところも、

全市民にいかに分かっていただくかというところを注力していただきたいと思います。 

 それでは、全体を通して何かございますでしょうか。 

 ご意見ないようですので、修正意見、特になかったと判断しておりますけれども、皆さんはよろしいで

しょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 それでは、以上で政策２についての審議を終了したいと思います。 

 続いて、政策３ 生活インフラに関する政策について、事務局のほうから説明をお願いいたします。 

○事務局 

 政策３、生活インフラに関する政策についてご説明いたします。 

 資料11－１、５ページと６ページになります。 

 ５ページ、政策３、意見と対応案について、上から順にご説明いたします。 

 ①原案に反映するものでございます。 

 まず、四角の１では、現状の箇所で、大規模な地震や豪雨災害の記載について、災害を除いたほう

がよいのではないかとのご意見がございましたので、そのとおり修正いたしました。 

 次に、四角の２では、現状及び政策の具体的内容の箇所に予防的保全を分かりやすく記載しては

どうかとのご意見をいただきましたので、注釈を追加いたしました。注釈には、定期的な点検により、

施設の機能に不具合が生じる前に予防的に修繕などの対策を講じることで、施設の長寿命化やコ

スト縮減、財政負担の平準化を図る旨の記載をいたしました。 

 次に、②その他、他部会での検討事項でございます。 

 移住者の方々に提供できるよう、空き家として管理できるよう取り組んでほしいとのご意見がござい

ました。 

 他部会にはなりますが、第２部会の政策５、地域活性化に関する政策、施策③の２つ目、空き家の流

通支援や活用時の支援により、定住人口の維持、増加につなげます、の中で検討しております。 

 本市では、空き家を売りたい、貸したい方と空き家を買いたい、借りたい方とのマッチングに取り組

んでおり、移住者の維持、増加につなげております。 

 政策３についての説明は以上となります。 

○部会長 

 それでは、ただいまの説明について何かご質問、ご意見ある方いらっしゃいましたらお願いしたいん

ですが。 

 副部会長、いかがですか。 

○副部会長 

 ちょっと興味でお伺いしたいんですが、空き家の流通支援や活用時の支援については、よく空き家

バンクや移住・定住サイトなどで活用の仕方を紹介したりというのがあると思うんですけれども、今回

福井市さんではどのような形で考えてらっしゃるんですか。 
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○建設部次長 

 空き家の利活用に関しては、今おっしゃられたとおり、空き家バンク、情報バンク的な話で、物件を登

録していただいているということと、また逆に利活用したい、使いたいというようなニーズの集約もして

まして、そこをマッチングしていくと。これは実際に今も動いておりますので、今そういった取組をやって

いるという状況でございます。 

○副部会長 

 ちょっと後学のためにも教えてほしいんですが、どんな成功事例がありますか？ 

○建設部次長 

 本日、担当が不在で具体的なことはお答えできないんですが、ホームページにも掲載していると思

いますので、またご覧いただけましたら。 

○部会長 

 実はすごく重要なご指摘だと思っていて、そういった具体的な事例がまだ我々福井市民に思い浮か

ばないっていうところがもしかしたら問題なのかもしれないので、方法であるとか、どういった具体的

な新しい取組があるのかというところは、ぜひ今後尽力いただければと思います。 

それでは、委員、いかがですか。 

○委員 

 予防保全型についての記載だったり、そのような注釈加えることで市民の方々もイメージしやすくな

ると思いますので、そういったフォロー、大変いいと思います。 

○部会長 

 私も実は同じように予防保全型というところの、維持管理を目指しますというところ、これは注釈も含

めて皆さんにもぜひ覚えていただきたいキーワードかなと思いますので、この修正、とてもいいと思い

ます。 

 では、委員、お願いします。 

○委員 

 予防保全という言葉は、実はインフラメンテナンスに限らずいろんな場面で使われる言葉なんです

が、ここではインフラ施設と限定して使われてる。ある程度伝わりやすいのではないかなと感じます。 

 それと空き家のことです。私、実は某市町で空き家に対する委員会をやってるんですが、その中でや

はりいろいろ出てくるのが、ＢｔｏＢとかＢｔｏＣがなかなか成立しないですが、ＣｔｏＣですね、民間から民

間に福井市役所として施策が打たれてるということですね。今後もそのような形でＣｔｏＣを見越して

やっていくというのがポイントなのかなと、コメントさせていただきます。 

○部会長 

 私も勉強したいんですが、ＣｔｏＣには具体的にどういった事例があるんですかね。 

○委員 

 ビジネスが入ると利幅がちょっと薄いので、なかなか成立しないということなんですが、そうなると空

き家バンクじゃない登録するシステムがあるのですが、そちらのほうに登録すると、意外と売れるという

ことが分かってきました。福井県の場合は、価値があるにもかかわらず、先祖のものであるので勝手

に売れないとか、四十九日が終わるまで売れないとか、そういうふうな気持ちが先立って、なかなか

価値のあるものでも売り出してないということがあるのではないかなと。あと追い風としましては、今

新築の物件が非常に高いという状況にあって、中古物件であるとか空き家というのが非常に価値が

ますます見直されてくるんじゃないかということで、民間から民間。ビジネスが成立する場合ですと、中

古物件なんかでもいろいろ成立している例はあると思うんですが、そうでないこともある。その利幅の

薄いところを救ってあげると皆さんが豊かに生活できるんではないかと思います。 
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○部会長 

 こちらについて何か回答というかコメントがあればいただきたいんですが、いかがですか。 

○建設部次長 

 いろいろ参考にさせていただきまして、今後も取り組んでいきたいと思っています。 

○部会長 

 やはり皆さん関心があるところは空き家だったりするのかなと思いますが、それも含めてインフラとい

うところがどうあるべきかというところ、ここは改めて考える非常に重要な施策だと思います。 

 皆様からたくさんご意見いただきましたけれども、よろしいですかね。 

○委員 

 ちょっと勉学のために教えていただきたい。 

 ③の安全で安心な上下水道サービスのデジタル技術というのがよく出てくるんですけども、具体的

にデジタル技術を活用しながら、どんな技術を活用するということなのか、教えていただきたいです。 

○事業部次長 

 水道も下水もあるんですが、最近はＡＩなどを活用した管路診断であるとか、衛星画像で電波の跳

ね返りの違いで水道の漏水を見つけるとか、そのようなところも導入の研究してるところですけれど

も、全国的な事例がございますので、今後それらを活用しながら効率的な維持管理なり管路の更新

というのを考えていきたいと思っております。 

○委員 

 はい、ありがとうございます。 

○部会長 

 具体的な取組というところはこの下にぶら下がってくるかと思いますので、その辺何か分からないこ

とがありましたら、ぜひ明記していただきたいなと思います。 

 この施策について何か修正はなかったかなと思いますけれども、よろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 それでは、政策３については審議を終えたいと思います。 

 それでは続きまして、政策４の説明をよろしくお願いいたします。 

○事務局 

 政策４、防災・減災に関する政策についてご説明いたします。 

 資料11－１の７ページと８ページになります。 

 ７ページ、政策４、意見と対応案について、上から順にご説明いたします。 

 ①原案に反映するものです。 

 まず、四角の１では、通信環境は最新の技術が増えていくため、施策①５つ目の通信環境の整備に

最新の記載を追加してほしいとのご意見がございました。ご意見を踏まえ、施策①５つ目の「災害時

の情報収集・伝達に必要不可欠な通信環境の整備に取り組みます」を「災害時に欠かせない情報

収集・連絡手段として、最新技術を踏まえ、通信環境の整備に取り組みます」に修正いたしました。 

 次に、具体的な取組として検討するものです。 

 個別避難計画について、現場の課題を認識しながら取り組んでほしいとのご意見に対しては、施策

③３つ目の要配慮者の記載の中に個別避難計画についても含まれており、この施策において取組を

検討していくことといたします。 

 次に、防災行政無線の整備については、迅速に取り組むべきではないかとのご意見に対しては、設

置から10年以上経過しており、今後の更新に向け、老朽化対策と併せて防災行政無線の在り方に

ついて検討していきます。 
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 自主防災組織の在り方について検討していく時期ではないのかとのご意見については、本市にお

ける自主防災組織、自主防災組織連絡協議会は、どちらも高い結成率となっており、今後も組織へ

の支援や研修などを実施し育成することで、地域の防災対応力の強化に取り組んでいきます。 

 次に、③記載済みの事項です。 

 災害関連死というところで、避難所に避難をしなくてもいいことを認めるような記載があったほうが

よいのではないかとのご意見に対しては、施策①８つ目、在宅避難や車中泊避難など多様化する避

難者への支援に取り組みますにおいて、多様化する避難についても記載しております。 

 政策４の説明は以上となります。 

○部会長 

  それでは、ただいまの説明について何かご質問ある方いらっしゃいましたらコメントいただきたいと

思います。 

副部会長からお願いしてもよろしいですか。 

○副部会長 

 今は自主防災組織の結成率って高いと思うんですが、これってやはりちょっと気抜くと下がっていく

と思うんですよね。このあたりは、今、育成することで地域の防災対策の強化に取り組むと記載いた

だいてるので、これで十分かなとは思いますけれども、基本的にはどうしてもちょっと減ってきがちだと

いうことは意識しておきたいところではあります。 

○危機管理監危機管理副監 

 自主防災組織につきましては、確かに人口減少などもありますので、今後はいろいろと考えていか

ないといけない時期になってくるとは思いますが、九総の５年間につきましては、今のところは結成率

も高いというところで、しっかりと研修会や意見交換をしながら、意識を高めていきたいと考えており

ます。 

○副部会長 

 人口減少していくので、絶対考えなくてはいけないタイミングが来ると思うので、となるといつ来るか

だとは思うんですが、そういった場合には、また注視していきたいところではあります。 

○部会長 

 私も関連して気になるところなんですが、コロナ禍を経て、やはりこういった地縁組織というところが

あまり機能しなくなってきたように私自身が感じるんですが、その辺は状況としてはあまり下がってい

ないという認識ということですか。 

○危機管理監危機管理副監 

 自主防災組織については、コロナ禍のときには活動できてないというところもありましたが、コロナ禍

が終わった令和４年ぐらいからは活動できている中、結成率も高いというところで、今のところは大丈

夫だと考えています。 

○部会長 

 私の地区にだけ該当するところかもしれないんですが、かなりイベントは減ったなという印象と、併せ

て関わるっていうところが大分少なくなってきたなというところが、私自身が感じるところではあるの

で、今副部会長からもご意見あったように、それをどうやってきちんと耐え得るものに維持していくの

かというところも１つ課題なのかなと思います。 

 それでは、委員、いかがですか。 

○委員 

 今、困ったときなどはすぐ情報収集手段としてやはりスマホを見ると思うんですが、そちらが具体的

に書いていただいてありがとうございます。最新技術を踏まえというと、ちなみに今何かあったときは
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何を見たらよろしいんでしょう。 

○危機管理監危機管理副監 

 情報収集につきましては、防災無線を各地域に配置しております。そのほかに、緊急メールやホーム

ページ、そしてSNSなどの媒体を使っての発信ということをさせていただいております。いろんな情報

手段での発信は、今後も必要だと思っております。第２回のときにお話をされたスターリンクも最新の

技術として考えられているものですので、そちらのほうも視野に入れながら検討していきたいと思って

おります。 

○部会長 

 続けて、委員、いかがでしょうか。 

○委員 

 ２の具体的な取組の１ですね。個別避難計画について、私が意見申し上げたところなんですけれど

も、対応案がちょっと納得できないところかなと思います。地域コミュニティー等を活用し防災力を高

める。今地域コミュニティーが失われているんですね。自治会長の成り手がない、各委員の成り手が

ない。それから、各地域の会、組織が脆弱化している。向こう三軒両隣意識が薄れている。民生委員

の成り手不足もよく承知してらっしゃるところであるにもかかわらずといいますか、この内容でいくと、

関係団体等の連携を強化し、連携が強化できない状況になる中で強化しという言葉に終始してとい

うのがちょっと物足りないかなと思います。この辺ちょっと配慮が必要かなとは思いますけど。 

○危機管理監危機管理副監 

 先ほど自主防災のときにもこの地域コミュニティーの話になったかと思うのですが、こちらにつきまし

てはこの部会ではなく、第２部会の資料12 政策５に地域活性化に関する政策というところを掲げて

おり、そこの施策④「地域の活性化や地域コミュニティーの維持に取り組む」というところでしっかり

取り組んでいきたいというところで明記させていただいております。 

○委員 

 とはいえ、仕方ないのかなとは思いますけども。 

○部会長 

 我々の地域もやはりそこまで防災に対してきちんと地縁組織が動くようになっているかと言われる

と、弱っているような印象を受けるというところと、まさに重責を担っているような民生委員の方々の次

の成り手がないというところでかなり苦しまれているような気はするんですね。その辺のリアリティーと

いうところが委員がご指摘したいところだと思いますけれども。いかがしましょう。対応策のほうでさら

に今のところを指摘として受け止めていただきたいという。 

○事務局 

 先ほど地域コミュニティーや自治会組織等のことについてご意見いただいているところでございま

す。今、危機管理監から説明がありましたように、第２部会の政策５の中で検討しているという状況で

すが、こちらの部会でいただいた防災上の取扱いでありますとか、そういったことにつきましては、第２

部会、総務部担当になりますけども、そちらのほうでも改めて情報共有して検討してまいりたいと考え

ております。 

○委員 

 よろしくお願いします。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 それでは、委員、いかがですか。 

○委員 
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 やはり情報収集手段や最新技術の話も出ましたけど、防災無線の話もありますけど、１つの手段に

頼ることなくいろんな冗長性を持たせて対応するというのが防災の基本かと思います。ある意味それ

は無駄に見えることかもしれませんけど無駄ではないということで、予算との都合にもよるかと思いま

すが、それに合わせて対応いただければと。 

 ちょっと質問なんですが、福井市の地域防災計画は県の防災計画を踏まえて改定された状態です

か。 

○危機管理監危機管理副監 

 県の地域防災計画の修正を踏まえて、市のほうでも防災会議を開催し、そこで修正をすることにな

っています。今年度はまだ開催しておりません。 

○委員 

 今後ですね。 

○危機管理監危機管理副監 

 はい。踏まえてというところでございます。 

○委員 

 県が避難者５万8,000人に対して１日分の非常食を用意する。それ以外は用意しませんという厳し

い言い方をされてるんですが、それに対応して各市町がこれから試算をして対応するという形かと思

いますが、地域防災計画をつくるときに、能登の案件を踏まえて在宅避難を認める、車中避難もあり

ます。パイプハウスへの避難とかもありましたよね。本当に多様化しているので、それぞれをカウントす

るというのが国の防災基本計画にもうたわれてるかと思います。その辺をきめ細かく対応していくとい

うことがこの文言の中に含まれているということだと思いますので、車中泊「など」という部分は意外

と大きいかなと思いますので、その辺をご対応いただければと思います。 

○部会長 

 こちらについて何か回答あればいただきたいですけども、よろしいですか。 

○危機管理監危機管理副監 

 県のほうで想定避難者数の算出根拠を出していただいて、市のほうで計画を立てるというところに

なっております。今、その想定避難者数の算出根拠が阪神大震災のときのものでちょっと古いので、

県のほうも今後の数字を見直すということを聞いております。それを含めて市のほうも対応していきた

いと思っております。 

○部会長 

 私も実は県の防災会議のメンバーなんですが、地域でその先どうなってるのかというところは意外と

情報をつかめていないところではあるので、こういった部分できちんと検討いただいてるというところ

ですね。 

 それでは、全体通して何かございますでしょうか、政策４について。 

○事務局 

 政策４、防災・減災に関することにつきまして本日欠席の委員からご意見をいただいております。 

 以前はよく会議の中で自助、共助、公助という言い方をしていたが、まさに今だからこそ共助の必要

性、大切さを発信していかなくてはならないと考えます。昔から向こう三軒両隣と言われたように、い

ま一度人付き合いの大切さを見詰め直す施策が必要と考えます。 

 以上でございます。 

○部会長 

 これはまさに地域で我々自身がどう考えるかというところだと思いますね。先ほどからもコメントさせ

てもらっていますけれども、やっぱりコロナ禍を経てそれが少し薄れているような気がしておりますの
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で、この指摘のところで②のところですよね、自主防災組織の在り方について検討していく時期なの

ではないかというところ、まさにこの部分、しっかりやっていっていただけたらなというふうに思います。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 それでは、本日、一応最後となっておりますので、以上で政策４についての審議は終了させていただ

きたいと思います。 

 全体通して何かご質問であるとかご意見ある方いらっしゃいましたら最後にいただきたいんですけ

れども、いかがですか。 よろしいでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 それでは、これをもちまして当部会での審議は全て終了いたしました。 

 当部会での審議結果につきましては、来年１月の第２回の全体会のほうで私から第１部会の審議

結果として報告をさせていただきたいと思います。 

 報告内容については、私にご一任いただけますでしょうか。 

 よろしいですか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

 それでは、全て終了いたしました。 

 皆さん、進行ご協力いただきましてありがとうございます。 

 進行のほう、事務局にお戻ししたいと思います。 

 

３．閉会 

○司  会 

 部会長ありがとうございました。また、委員の皆様におかれましても慎重にご審議を賜り誠にありが

とうございました。 

 それでは最後に、次回の第２回全体会の開催日時についてご連絡いたします。 

 次回は来年１月９日金曜日９時30分から福井市上下水道局５階の大ホールで開催いたします。 

委員の皆様にはご多忙のところ大変恐縮ですが、引き続きご出席のほどよろしくお願いいたします。 

 それでは、以上をもちまして福井市総合計画審議会専門部会第１部会の会議を終了いたします。 

 皆様、本当にお疲れさまでございました。ありがとうございました。 

（以  上） 
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第九次福井市総合計画審議会 専門部会 第１部会（第３回）出席者名簿 

 

氏　　名 備　　考 出欠

みてら　じゅん

三寺　潤

まえだ　そういちろう

前田　聰一郎

うちだ　けいじ

内田　佳次

かなき　たかとし

金木　隆敏

しまさき　あすか

島崎　あすか

たなか　かなえ

田中　香苗

つじこ　ゆうじ

辻子　裕二

ふじた　りょうすけ

藤田　涼輔

ほりかわ　ひでき

堀川　秀樹

清水　淳之 福祉健康部　次長 〇

西行　裕 商工労働部　次長 〇

安井　幸市郎 都市政策部　次長 〇

上田　洋介 建設部　次長 〇

廣瀬　和恵 危機管理監　危機管理副監 〇

畑下　光広 消防局　次長 〇

箕手　康裕 上下水道経営部　次長 〇

内田　信 上下水道事業部　次長 〇

南　寿佳 上下水道事業部　次長 〇

勝木　康史 総合政策課　課長 〇

坂下 一博 総合政策課　副課長 〇

嶋田　法子 総合政策課　課長補佐 〇

寺前　佳昭 総合政策課 〇

吉田　勇也 総合政策課 〇

〇

副部会長 自治体DX化支援デザイナー 〇

委員 ふくい路面電車とまちづくりの会　会長 〇総

合

計

画

審

議

会

　

委

員

部会長 福井工業大学 教授

委員 (公社)福井青年会議所　理事長

委員 福井工業高等専門学校　教授

×

委員 西武福井店　店長 ×

委員 まちづくり福井(株)　駅前強化部長 〇

〇

市

総

合

計

画

策

定

委

員

事

務

局

委員 福井工業大学　学生 〇

委員 福井市議会議員（副議長） ×

（50音順・敬称略） 


